

































































































○北ドイツ連邦議会での戦時公債案への反対（1870 年 11 月）　北ドイツ連邦議会の第２特別



















































































たが、1874 年初めに発行された第 12 分冊をもって完結します。
○合本の刊行　各分冊は最終第 12 分冊発売後、一巻に合本され、タイトルページには刊年が
1874 年と印刷された上で配本された、とされています。






















〔付記〕本稿は昨年 10 月 13 日のシンポジウム当日の口頭発表の要約です。裁判報告『ライプツィヒ大逆罪裁判』
と『宣言』1872 年ドイツ語版との関係および本稿の参考文献については拙稿「『共産党宣言』1872 年ドイツ語
版の刊行経緯」鹿児島大学経済学会『経済学論集』第 39 号（1993 年 11 月）をご覧ください。貴重な写真をご
提供くださり、その利用をお許しいただいた佐々木学長はじめ関係各位に記して謝意を表します。なお、本稿
は 2012 年度科学研究費補助金・基盤研究（C）研究課題名「『共産党宣言』の起草者名の普及史」（課題番号
21530182）の研究成果の一部です。
フランス思想史からみた服部遺文庫の意義
－フランス第三共和制期（1870-1940）における“社会思想”の再構成をめざして－
太　田　　健　児（尚絅学院大学 総合人間科学部教授）
問題設定 
　『服部遺文庫』のフランス語蔵書群の多くの執筆年あるいは初版刊行年はフランス第三共和
制期（1870-1940）に含まれる。そしてフランス思想史における“社会主義”を語る場合、第
三共和制期の社会思想家ではないが、サン・シモン（Saint-Simon, 1760-1825）を落とす事はで
きない。サン・シモンがマルクス、エンゲルスに与えた影響、逆に両者からのサン・シモンへ
の言及について服部文男氏も論じている１）。また『服部遺文庫』には当のサン・シモン以外、
第三共和制期以前からの社会思想家達の著作やマルクス、エンゲルス、レーニン、ブハーリン、
バクーニンらの仏訳版、仏マルキシストの著作、コミューン研究　ルイ・ブラン研究　バブー
フ研究などの著作も揃っている。
　しかし、マルクス、エンゲルス以前から、“社会主義”的思想や労働運動自体は存在してい
た２）。また、第三共和制期独自の様々な社会問題や思想が存在したが（その中には当然マルク
ス主義、社会運動、サンディカリスムなども含まれる）、Ｅ．デュルケームが実証主義社会学
を大成した時代でもあった。この時代の社会学は必ずしも社会主義へのアンチテーゼではな
かった。この時代にはそもそも“社会の学”をめぐって激しい論争があり、社会の在り方を語
る者は、人文系でも理系でも自らの学問を一様に sociologie と名づけていた。またライシテ
（laïcité，所謂「政教分離」）問題とモラルサイエンス問題が絡んだ事もあり、第三共和制期は
きわめて独自の歴史的文脈を形成し、それ以後のフランス思想の諸言説や政治にもその姿を現
し続けている。ちなみに 1980 年代のミッテラン政権での人権教育、愛国心教育、公民教育に
ついての教育改革時に土台となったのはフランス革命の「人間と市民との権利宣言」と第三共
和制とであった。nouveau philosophe といわれた政治哲学者たちは一様に、ジャン・ジョレス
（Jean Jaurès, 1859-1914）の修正社会主義理論にドイツ観念論の哲学者フィヒテの自我・行為
論と愛国論とを混合させた思想を展開していた３）。
　以上のような“思想のパノラマ”を垣間見ただけでも、フランス思想史は一筋縄ではない事
が分かる。また、第三共和制期の詳細・内実は日本ではあまり知られていない。
　そこで本報告はフランス第三共和制期について、１）研究課題とその難点、２）歴史的文脈、
